
　2006 年（平成 18 年）に学校教育法の一部が改正されたことによっ
て，2007 年（平成 19 年）より特殊教育から特別支援教育への変換が
あり，特別支援学校の役割が拡大された．そのころより教員の専門性
向上の一環として，全国的に OT を含むリハ職種の教育への導入が始
められた．以前から志の高い諸先輩方が，OT 資格をもつ教員として
学校現場で活躍されてきていたが，大きな変革期といえるのはこの
時期である．これ以降，全国的に少しずつ特別支援学校にかかわる
OT が増加しており，最近では，特別支援教育に関する書籍や雑誌も
以前に比べて多く目にするようになった．しかし，著者のほとんどは
外部専門家であり，内部専門家からの発信はまだまだ少ないのが現
状である．
　そこで，今回の特集では，現場からの声が中心となるように，特別
支援学校に携わる OT の方々にご尽力いただいた．内容も特別支援学
校にかかわるうえで押さえておいていただきたいこと，参考になる
ことである．
　学校生活場面では，子どもたち，そして子どもたちを上手に導く教
員の方から学ぶことも多いが，本特集は，特別支援学校の中で OT が
専門性を発揮し，充実した教育活動を一緒に考えていく一助になる
ものと期待している．
 （小林　郁）
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特別支援学校で
作業療法士ができること

特集にあたって
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